
牛久市市制施行４０周年記念式典企画運営業務 

プロポーザル実施要領 

 

この「プロポーザル実施要領」（以下「実施要領」という。）は、牛久市が実施する「牛久

市市制施行４０周年記念式典企画運営業務」（以下「本業務」という。）に係る受託候補者を

選定するために実施する公募型プロポーザルに関して、必要な事項を定めるものである。 

 

１ 事業の目的 

本市は、令和８年６月１日に市制施行 40周年を迎える。これまでの先人への感謝と牛久

市の歴史を見つめ直し、今後の発展に繋げることを目的に、市民とともに節目を祝うセレモ

ニーとして実施するため、企画内容と運営に関する優れた事業者を募集し、業務委託を行う

ものである。 

 

２ 業務概要 

（１）業 務 名 牛久市市制施行４０周年記念式典企画運営業務 

（２）業 務 内 容 別紙「牛久市市制施行 40周年記念式典企画運営業務仕様書」の 

とおり 

（３）業 務 期 間 契約締結日から令和８年６月３０日（火）まで 

（４）記念式典開催日・場所 

         令和８年６月２７日（土） 

         牛久市生涯学習センター・文化ホール（牛久市柏田町１６０６-１） 

（５）提案限度額 ７，９４０，０００円（消費税及び地方消費税を含む） 

 

３ スケジュール 

実施内容 実施期日 

プロポーザル実施要領の公告 令和７年１２月２５日（木） 

質疑受付締切 令和８年１月８日（木）１７時 

質疑回答 令和８年１月１５日（木） 

参加申込書・企画提案書の提出締切 令和８年１月２３日（金）１７時 

審査（プレゼンテーション） 令和８年１月２９日（木） 

審査結果の通知 令和８年２月上旬 

契約締結 令和８年２月下旬 

  



４ 参加者の資格要件 

プロポーザルに参加できる者は、以下の要件を全て満たす者とする。なお、参加者は、候

補者決定までの間に、本要領に定める参加資格の要件を満たさなくなった場合は、その参加

資格を失うものとする。 

（１）令和７・８年度の牛久市入札参加資格者名簿に登載されている者であること。 

（２）牛久市契約規程による指名停止を受けていないこと。 

（３）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない者

であること。 

（４）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立てをしていな

い者であること。また、民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続

き開始の申立てをしていない者であること。 

（５）牛久市暴力団排除条例（平成２３年条例第２３号）に定める暴力団、暴力団員若しく

は暴力団員等又はこれらのいずれかと密接な関係を有しない者であること。 

（６）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第

２条に定める営業に該当しない者であること。 

（７）宗教活動又は政治活動を主たる目的としていない者であること。 

 

 

５ プロポーザルに関する説明会 

本プロポーザルに関する説明会は実施しない。 

 

６ 質疑・応答 

（１）提出方法 

質問票（様式２）により、「７（５）提出先」に記載されたメールアドレスへ次の期

限までに提出することとし、それ以外による質問には応じない。 

（２）受付期限 

   令和８年１月８日（木）１７時 

（３）回答方法 

   令和８年１月１５日（木）までに牛久市ホームページにて掲載する。この場合におい

て質問者の名称等は公表しない。 

 

  



７ 参加申込の手続き 

（１）提出書類 

プロポーザルへの参加を希望する事業者は、仕様書及び牛久市契約規定等の各規定

を十分に理解した上で、次の書類を提出すること。 

  ①参加申込書類（各１部） 

  ア 参加申込書（様式１） 

   イ 誓約書（様式３） 

   ウ 会社概要（任意様式。体制が分かるものであればパンフレット等も可） 

  ②企画提案書類（各７部） 

   エ 企画提案書（様式４） ※詳細内容は任意様式とする。 

   オ 業務経歴書（様式５） ※過去５ヵ年の同種業務実績を記入 

カ 実施体制調書（様式６） 

キ 業務工程表（様式７） 

ク 参考見積書（任意様式）※費用内訳、積算根拠を明示 

※規格は、原則Ａ４版、縦型、横書き、左綴じ、両面印刷とする。 

（２）企画提案書に記載を求める事項 

別紙「牛久市市制施行４０周年記念式典企画運営業務委託仕様書」に掲げる業務を遂

行するための具体的な手法を取りまとめる。 

また、同仕様書に記載された業務内容等以外における業務全般に関し、有益で実現可

能な提案がある場合は記載すること。 

（３）提出期限 

令和８年１月２３日（金）１７時まで 

（４）提出方法 

   持参又は郵送に限る。この場合において、郵送の場合は、上記の提出期限までに到着

したものに限り受け付ける。 

（５）提出先及び問合せ先 

300-1292 茨城県牛久市中央３－15－１ 牛久市経営企画部政策企画課 

電話番号：029-873-2111（代表） 

E-mail：kikaku@city.ushiku.ibaraki.jp 

  



８ 企画提案に対する審査（プレゼンテーション及び書類審査） 

（１）審査の実施 

審査は、令和８年１月２９日（木）に実施し、実施時間は参加申込者に別途通知する

ものとし、審査の過程は非公開とする。 

（２）審査の方法 

審査は、プレゼンテーション（１事業者３０分以内、説明２０分以内、質疑１０分以

内）により実施し、審査基準に基づき評価点を算出する。 

（３）審査基準 

ア 実効性（６０点） 

①本市の４０周年記念への整合性について 

②市民参加の工夫について 

③提案内容の企画性について 

④独自提案について 

⑤提案内容の実施体制・実施スケジュールについて 

⑥業務全般について 

イ 実現性（２０点） 

①本業務に関する知見やノウハウ、類似業務の実績や内容について 

ウ 経済性（２０点） 

①事業規模・見積金額の妥当性について 

 

９ 業務委託候補者の選定 

（１）業務委託候補者の選定方法 

本業務におけるプロポーザル審査委員会において、企画提案書類及びプレゼンテー

ションの内容を踏まえ、「８（３）審査基準」に基づき評価、採点し、その結果の最

も高かった者を業務委託候補者として選定する。この場合において、候補者に同得点

が生じた場合は、それらの者のみを対象として再審査を行い、順位を決定する。 

（２）企画提案者が１者又はない場合の取り扱い 

企画提案者が１者の場合についても審査を行い、業務が適切に実施できると判断さ

れる場合は、受託候補者として選定する。この場合において、業務が適切に実施でき

ないと判断される場合又は企画提案者がいない場合は、再度、企画提案者を募集する。 

（３）業務委託候補者の選定、結果の通知及び公表 

ア 審査終了後、速やかに全ての企画提案者に審査結果を文書にて通知する。 

イ 結果の公表は必要に応じて総評価点を市ホームページで公表する。ただし、選 

定されなかった者の会社名については非公表とする。 

ウ 審査、選定、選定結果に対する質問並びに異議申し立てには応じないものとする。 

  



10 契約の締結 

業務委託候補者として選定した者と市が協議し、業務委託に係る仕様を確定させた上で、

改めて見積書を徴取し、随意契約により契約を締結する。この場合において、協議が不調の

場合は、評価により順位付けられた上位の者から順に、契約締結の交渉を行うものとする。 

 

11 企画提案書等の無効 

次のいずれかに該当する場合は、提出された企画提案書等を無効とする。また、「８ 企

画提案に対する審査」により選定した者の企画提案書等が無効となった場合は、審査による

順位を繰り上げるものとする。 

（１）提出期日を過ぎて提出された場合 

（２）提出書類に虚偽の記載があった場合 

（３）審査の公平性を害する行為があった場合 

（４）「２（５）提案限度額」を超えた場合 

（５）その他、本要領に違反した場合 

 

12 提出書類の取り扱い 

（１）提出された全ての書類は、返却しない。 

（２）提出期限を過ぎた後の差替え及び追加・削除は、認めない。 

（３）提出された書類は、このプロポーザルにかかる審査以外には利用しない。 

（４）市が必要と認める場合は、追加資料の提出を求めることがある。 

（５）企画提案書の提出は、１者につき１案とする。 

 

13 情報の公開及び提供 

市は、企画提案者から提出された企画提案書等について、牛久市情報公開等条例(平成 11

年条例第 16号)の規定による請求に基づき、第三者に公開することができるものとする。た

だし、事業を営む上で、競争上又は事業運営上の地位、財産権その他正当な利益を害するこ

とが認められる等、当該条例第 7 条における非公開情報と認められる情報は非公開となる

場合がある。 

なお、本プロポーザルの受託候補者特定前において、決定に影響が出る恐れがある情報に

ついては、決定後の公開とする場合がある。 

 

14 その他 

（１）費用負担 

企画提案書等の作成、応募等に要する費用等、必要な経費は全て企画提案者の負担とする。 

なお、やむを得ない事情により、本公募型プロポーザルを実施することができないと認め

るときは、停止、中止または取り消すことがある。なお、この場合において、本公募型プロ

ポーザルに要した費用を牛久市に請求することはできない。 

  



（２）著作権等の権利 

 企画提案書等の著作権は、当該企画提案書等を作成したものに帰属するものとする。 

 ただし、受託先に選定された者が作成した企画提案書等の書類については、市が必要と認

める場合には、市は、受託先にあらかじめ通知することにより、その一部または全部を無償

で使用（複製、転記または転写をいう。）することができるものとする。 

（３）異議申し立て 

申請者は、公募型プロポーザルの実施後、不知または内容の不明を理由として、異議を申

し立てることはできない。 

（４）業務の遂行 

本業務の実施に関しては、業務委託候補者の企画提案の内容をそのまま実施することを

約束するものではなく、発注者と業務委託候補者で協議の上、決定するものとし、具体的な

業務内容や進め方について、逐次協議することとする。 

 


